
 

 

兵庫県診療情報管理研究会のコンセプト 

本会は、診療情報管理士ならびに診療情報管理に携わる者が相互連携にて、兵庫県における地域に密着
した内容の情報交換や学習をすることにより、診療情報管理等の能力を向上させ、地域における診療情
報管理分野を発展させることを目的としております。 
研究会・グループワークのプログラムは、現場の事務職員と 
して病院から求められるスキルや情報、皆様から「こんな勉強がし
たい」というお声を基に、内容や演者を考えてご案内しています。 
ご参加いただくことで知識の吸収はもちろん、県下の同じ業種の方
と接することで、モチベーション向上や自身の人的ネットワークも
広がります。相互に切磋琢磨しながら、気軽に相談 
できる方を見つけに来てください。 

あなたの病院、施設の広報ページとしてお役立てください 

皆様の病院で情報発信したい内容がございましたら、このニュースペーパーの紙面をぜひご利用 
ください。いただいた内容を基に役員会で審議の上、掲載いたします（無料） 

新しい診療についてのご紹介 院内でのイベント、講演会の広報 求人情報 
  

掲載条件 
① 発行は年 2 回 
② 紙面の大きさは最大Ａ4 半分まで 
③ 上記内容を軸に、幹事会で審議・承認されたもの 

  
 

お役立ち情報 

医事業務や診療情報管理、病院管理等に役立つ情報の URL、近隣の診療情報管理団体の活動状況等の 
ご案内・URL を掲載します。 

① DPC 公開データ 
厚生労働省 DPC 評価分科会が公表しているデータ 
URL https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000049343.html 

② NDB オープンデータ 
NDB データから汎用性の高い基礎的な集計表を作成し公表されたデータ 
URL http://www5.cao.go.jp/keizai-shimon/kaigi/special/reform/mieruka/index.html 

③ 病床機能報告データ 
医療法に基づき、病棟単位で医療機能を都道府県に報告されたデータを集計・公表されたデータ 
URL https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000055891.html 

 
本誌に関するお問い合わせはホームページ（http://www.hyogohim.org）から承っております 

 

公式 Facebook ページもご覧ください。 
https://www.facebook.com/HyogoHIM/ 
より多くの皆様に、リアルタイムに情報をお届けしてまいります。 
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 ◆ 参加者アンケート結果  ◆ ご参加いただいた方の声 
講師：兵庫県診療情報管理研究会会⻑、神⼾医⼤学⼤学院 准教授 小林⼤介先生 第 13 回研究会のご報告

第 14 回
研究会 

  ワークショップ形式勉強会を開催します 

「災害時の病院情報マネジメント」を語ろう
2018 年 12 月 15 日（土）13：00〜

加古川中央市⺠病院



  

 2018 年 7 月 21 日（土）兵庫県中央労働センター1階ホールにて 

公開データから見る自院の立ち位置と機能、 
医療経営視点での問題点の見つけ方 
を開催いたしました。 

 

 
第 14 回 兵庫県診療情報管理研究会 

 

 
９月４日に上陸した台風第 21 号。 
非常に強い勢力のまま上陸し、水害とその強風による電柱の倒壊等の影響で近畿 8 府県において約 225 万⼾
の停電が発生し、大きな被害をもたらしたのは、皆様もご記憶に新しいことでしょう。 
そこで次回の研究会は「災害時の病院情報マネジメントを語ろう」と題し、このような有事の際でも医療情報
システムの稼働維持等、診療情報視点での対策等を県内の会員の方々に実例も踏まえて発表していただき、 
その後グループディスカッションを行います。 
病院の規模は異なっても、自院でもすぐに取り組むことができること、もしくは対策のヒントを見つけていた
だける会と考えておりますので、ご参加よろしくお願い申し上げます。 

 
 

 
 2018 年 12 月 15 日（土）13:00〜17:00（12：30 受付開始） 

 

「災害時の病院情報マネジメント」を語ろう 
〜有事でも診療を継続するための各病院の対策は〜 

第一部 事例発表  第二部 グループディスカッション 

 
加古川中央市⺠病院（３階 会議室１） 
〒675-8611 兵庫県加古川市加古川町本町 439 

 

 

■JR「加古川」駅 
徒歩 12 分 

■お車の場合 
 県道 18 号線「小門口交差点」より進入し、

表示に従って駐車場へお進みください。 
 新加古川左岸線（加古川堤防）側の出入口

は「左折入のみ」となっていますのでご注
意ください。退出も左折のみです。 

■駐車場 
 無料割引いたします 

※シャトルバスはご利用いただけませんので、 
ご注意ください。 

 

 
1,500 円 
※県外機関所属の方 

は 2,500 円 

第二部グループディスカッションでは、 
お茶菓子と飲み物をご用意いたします 

名刺交換時間も設けます。和やかな雰囲気の中で、 
ディスカッションをして知識・親睦を深めましょう！ 

 
兵庫県診療情報管理研究会のホームページよりお申し込みください。 
申込期限：2018 年 12 月 9 日（日）17 時まで 

 

兵庫県診療情報管理研究会 事務局 
ホームページ ▶  

メール ▶  
 

当会会⻑の小林⼤介先生は DPC データや NDB 等の医療情報・ビッグデータを用いた医療経営分析や
医療政策分析を主に行ってこられたスペシャリストです。 
新会⻑就任基調講演として、公開データ分析から⾃院の⽴ち位置と機能を知り、医療経営視点での問題
点の見つけ方をテーマに講演いただきました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

公開データとは 
 インターネット等で簡単に入手でき、再利用・再配布ができる、だれでも使えるデータのことです。

医療業界では国勢調査、人口推計、人口動態調査、医療調査など様々なデータが公開されています。
今回の研究会では公開データである「DPC 公開データ」「NDB オープンデータ」「病床機能報告デー
タ」とその活用について講演いただきました。 

 
 

実践的病院経営マネジメント人材養成プラン（M×M KOBE）のご紹介 
URL http://www.med.kobe-u.ac.jp/mmkobe/ 

 我が国をリードする先端的医療における研究・診療の拠点である医
学部附属病院と、経営学・会計学・商学の中核的な教育研究拠点であ
る経営学研究科が相互連携し、病院内の様々な医療、経営管理データ
を用いて医療の質や安全・効率性・財務健全性などに関わる課題を認
識し、客観的証拠に基づいて高度で実践的な課題解決に取り組める
能力を備えた人材育成を目的とした「課題解決型高度医療人材養成
プログラム」事業です。 

 

 

日 時 

テーマ 

会 場 

参 加 費 

申込方法 

お問合せ http://www.hyogohim.org 

info@hyogohim.org 

Google
M
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HP URL 

Hyogo Health Information Management Society次回研究会のご案内 
第 13 回 
研究会 

講師 

兵庫県診療情報管理研究会 会⻑ 
神⼾⼤学「実践的病院経営マネジメント人材養成プラン」 
M×M KOBE コーディネータ 
神⼾⼤学⼤学院 医学研究科 
医科学専攻 地域社会医学・健康科学講座 
医療システム学分野 医療経済・病院経営学部門 

特命准教授 小林⼤介


